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v
募
議
人
隠
問

Q
d
q
b
o
一
党
務
総
)

マ
事
加
禽

5
8
0
0
m門

V
申
し
込
み
仲
代
後
ハ
寸
々
に
ふ
挙
初

授
の
住
所
、
災
名
、
電
話
幣
守
、
や
校

名
、
学
年
、
保
護
者
名
品
ゲ
叩
記
入
し
て
、

伐
採
子
1
a
8
4
市
笠
育
委
副
開
会
社

会
数
湾
総
へ
郵
滋
(
詳
細
は
忠
事
者

へ
他
日
決
絡
し
ま
手
。
)

曹

v
締
め
切
り
?
"
月
6
日
(
R
円)

〈
池
山
内
州
中
特
効
)

マ

主

銭

安
h
y
年
総
線
対
必
持
協
登
匹

V
開
問
い
合
わ
せ
州
代
会
料
制
約
糊
時
期
間
世

年
係
宮
(
部
)
Z
Z
5
1
(
代〉

れ
臼
に
は
東
京
防
衛
総
疑
問
均
一
に
校
舎
務

総
部
経
に
附
怒
詩
的
申
し
入
れ
を
い
た

し
ま
し
た
ー
ニ
の
申
し
入
れ
に
付
し
て

桝
識
と
も
、
点
ホ
滞
緩
僻
戦
出
問
抽
出
用
は
考
え

て
い
な
い
絞
め
羽
誌
が
あ
り
ま
し
た
ε

水
道
急
速
ろ
過
施
設

建
築
と
財
政
状
況

急
速
ろ
恒
国
格
設
は
、
開
閉
和
町
引
等
市
札
口

災
紛
れ
融
問
を
策
定
し
、
今
年
波
か
ら
2

か
都
機
仏
間
事
業
と
し
て
計
出
幽
し
て
お
り

£キヲ。し
か
し
な
が
ら
洩
設
予
定
地
は
‘

捕
1
料
開
仲
間
続
専
用
地
地
で
あ
る
た
め
‘

放
機
的
方
々
の
住
環
境
を
ト
分
に
閉
臨
場

し
て
、
引
い
糊
味
線
、
ど
協
力
が
得
ら
れ
る

よ
う
努
カ
し
て
お
り
ま
す
n

ま
た
、
河

持
に
綾
築
許
可
に
つ
い
て
は
、
開
小
と
協

議
を
重
ね
て
い
る
段
微
で
す
。

水
道
財
政
に
つ
い
て
は
‘
鳩
山
相
川
別
々

成
的
決
算
見
込
訴
で
4
池町
2
2
5
2
A
万

円
的
利
益
を
計
上
す
る
-
」
と
が
で
事
ま

し
た
吟
こ
れ
は
給
蕊
木
申
込
山
間
付
者
約

機
殺
し
C

受
水
制
民
地
ザ
の
焚
培
械
に
よ
る
も

の
で
す
6

開
練
一
一
体
背
館
使
用
料
改
正

常
髄
一
な
ど

4
議
案
を
一
可
決

機
市
総
会
位
相
殺
の
詮
霊
及
び
管
銀
に
削
閥
的
一
知
師
数
亙
市
民
図
書
鈴
分
館
内
閲

す
る
識
捌
判
的
一
線
改
正
新
た
に
ホ

i

柑
閥
次
び
総
計
削
除
品
協
議
会
を
設
置
す
る
も

ル
の
俊
問
問
料
を
絞
め
る
も
の
む

制
掛
布
億
四
刷
機
上
駅
舎
叫
暗
殺
幕
議
長
酎
聞
の
遜
・
一
市
民
体
制
阿
帥
附
的
投
獄
忍
び
蹴
呂
田
理
に
欄
間

一
都
世
定
日
本
州
側
お
銭
噛
鳴
が
昭
和
昭
す
る
串
倒
的
一
隊
敬
一
晶
体
脊
総
夜
用

年
4
月
1
臼
か
ら
附
成
時
純
化
さ
れ
た
よ
と
料
の
改
定
及
び
綴
外
期
間
仰
向
開
閉
山
明
倫
品
設
の

に

よ

る

。

使

用

料

を

絞

め

る

も

の

n

機
梅
田
民
密
響
曲
描
設
後
等
に
削
附
す
る
換
例

閉
門
一
一
円
一
河
内
一
約
一
向
…
内

問

一

則

一

脚

剛

一

剛

一

側

一

柳

:・;時間はや音寺毛雲寺30分がら 9時積まで
(閥次、主義童まの場合{主康蕊)
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そ
の
と
k
g
に
働
く
世
代
内

入
が
あ
な
た
め
都
合
を
支
え
ま
す
e

つ

ま
り
世
代
間
的
助
け
合
い
ぞ
成
り
立
っ

て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ど
お
分
め
た
め
h
w
b

管
氾
1
た
年
金
制
制
変
位
す
る
た
め
に
も

線
級
制
村
を
き
ち
ん
と
抽
閉
め
る
叩
日
と
う
張

緩
で
す
。
州
開
時
一
科
は
2
年
た
つ
と
、
あ

と
か
ら
約
め
た
く
て
も
納
や
り
れ
ま
サ

ら
納
め
ん
い
仰
れ
的
刻
印
問
の
あ
る
人
パ
品
、

A
F
す
ぐ
約
め
ま
し
昭
子
工
ま
た
、
毎
月

内
保
酔
パ
判
的
納
付
付
川
、
日
湾
総
務
を
こ

利
用
く
だ
き
い
。

端
組
諮
問
問
問
削
問
日

間
釜
山
基
礎
年
金
(
霊
山
給
付
耽
年
常
か

ら格付一打
L
た
も
肉
、
四
歳
前
向
傷
病
に

よ
る
も
め
}
を
受
け
て
い
る
方
は
弔
今

年
か
ん
吋
糊
哨
畑
山
間
い
を
経
由
山
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
綴
は
、
あ
な
と
や
繋
族
的
技
施
心

な
ど
に
変
化
が
hu
い
か
令
殺
め
て
引
き

続
き
年
金
が
4
1
げ
ら
れ
る
か
い
だ
〉
か
を

み
る
K
切
な
手
段
き
で
す
。
阿
川
山
仰
が
滋

れ
ま
す
と
年
金
的
支
払
い
が
濯
し
止
め

ら
れ
牢
す
の
で
↑
)
注
意
く
だ
さ
い
ψ

す
で
に
お
滋
り
し
て
あ
る
思
泌
総
内

用
紙
は
一
止
し
く
い
い
犯
人
の

7
え
、
?
H
月

初
日
ま
て
口
部
食
料
開
ヘ
捻
出
し
て
く

だ
さ
い
」
な
お
、
柴
山
げ
山
山
来
な
い

'vn

は
、
必
要
都
議
を
絞
入
品
川
、
れ
押
印
ゃ
っ

久
帝
時
帰
慌
に
て
巡
送
ー
で
く
M
M沿い
J

。7/彰晃}・22術納j綴111沿い本箆
@7!7泌-23(;科手資j百沿い本図

急速み漁鰯設立の発露支予懇怒

ら望書

「港湾初h5

大
朝
位
し
た
い
い
お
民
年
金

国
夜
祭
器
然
輪
終
日
貼
紛
争
悲
し
た
か
。
明
開
設
措
れ
が
い
拙
い
か
ど
加
が
、
も
三
度
邸
機
め
F
A枠
内
山
ハ
い
。
祭
器

生
活
ゃ
あ
る
い
は
滋
い
が
け
仲
怖
い
ケ
刀
や
弱
気
な
ど
で
臨
時
窓
獲
に
絞
っ
冷
た
き
に
強
い
は
靴
万
と
な
り
ま
す
。

c
m
w大

切
な
家
金
と
品
置
く
つ
甫
い
お
う
絞
め
内
片
手
続
、
鐙
山
山
を
お
忘
れ
料
相
J

、
i
m串
田
昨
年
金
m
F
t議
係

帥
閉
め
慾
れ
は
な
い
℃
す
か

老
後
や
万
の
と
き
然
治
的
支
え
に

な
る
の
が
年
全
で
?
。
と
こ
ろ
が
似
品
問

料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
万
戸
的
事
絞

め
ど
き
、
殺
害
築
構
年
金
や
噛
明
柑
峨
甘
船
山
町

線
金
な
ど
が
ゆ
一
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

る
ば
か
り
か
、
ま
納
期
間
が
民
投
く
な
る

と
将
来
‘
掛
本
齢
鵠
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

な
〈
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

年
金
制
肢
は
、
制
織
か
ら
制
緩
に
な

る
ま
で
の
働
く
稔
代
的
人
々
が
保
持
…
科

会
柄
め
、
そ
の
と
き
の
お
年
終
り
の
年

余
を
支
、
ベ
そ
し
て
肉
分
が
祁
を
と
コ

山
一
川
一

qふ
れ
や
」
佼
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
1
年
来
櫛
の
お
や
h

年
金
問

五
払
い
が
念
総
停
止
怒
れ
て
い
る
ち
は

提
出
す
る
必
顎
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ロ
閣
時
帰
織
同
阿
川
同
〕

鐙
ロ
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
お
で

総
従
問
的
な
事
情
等
て
保
険
料
品
予
約
や
り

れ
な
い
鴇
ム
い
に
は
司
申
請
免
除
の
銭
授

が
お
り
ま
十
P

免
除
が
本
総
草
れ
ま
?
と
、
活
理
常
2

年
で
時
刻
に
な
る
も
め
が
、
今
後
初
年

内
問
に
納
め
れ
ば
よ
い
ニ
去
に
な
り
ま

す
。
こ
の
免
時
聞
が
絞
め
ら
れ
る
所
得
基

準
は
世
務
で
の
所
得
が
2
2
Q
万
円
以

下
か
日
目
安
と
な
り
ま
す
切

A
U
ド
~
し
‘
宵
同
組
な
E
h由
開
校
、
良
川
引
な

ど
め
特
則
叫
な
賭
由
が
あ
る
場
介
は
こ
の

際
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
住
宅
・
車
口

I
ン
肱
寸
的
文
弘
い
、
年
7
月
間
門
以
上
内

生
命
保
険
的
完
“
い
い
は
免
除
仰
の
理
由
に

は
な
り
ま
せ
ん
J

こ
の
中
認
を
滋
ム
訳
さ
れ
る
行
は
館
中

余
子
組
組
、
調
明
荘
加
入
手
、
い
ゐ
附
問
機
係

陥
関
紙
、
開
年
度
内
納
付
件
、

mm年
液
中

胤
間
借
締
約
捻
ま
た
は
源
泉
徴
収
票
、
判
防
印

を
州
内
殺
し
て
7
月
初
日
ま
で
に

zF来日開

ま
で
お
い
で
く
だ
up
い。

な
お
、
山
中
畑
州
開
紙
内
部
，

し
て
い
た
し
ま
サ
λ
約
で
、

だ
き
い
B

wv
問
い
合
わ
せ

482 

精
薄
者
更
蕊
線
設

9
月
に
エ
事
着
工

総
神
薄
総
長
市
民
亙
(
遜
詩
)
附
相
殺
的
縫

い
い
フ
い
さ
は
、

mm知
日
年
目
月
に
総

本
放
山
訂
後
緩
み
中
政
聞
を
山
花
了

L
、
現
在
は

本
設
れ
を
も
と
に
、
関
係
部
課
、
北
び

に
間
同
係
持
…
下
号
勺
な
ぐ
絞
め
会
一
と
の
本
年
波
的
事
殺
に
つ
急
ま
L
て同件、

吋
話
し
合
い
あ
品
ザ
り
な
が
ら
.
波
線
設
計
当
初
予
算
に
事
業
捕
時

y
o
o
o丹
波
内

を

策

定

中

で

す

一

補

助

対

象

事

業

時

間

5
0
0
0
湾
問
円
、
を

や
一
可
的
関
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
計
ト

i
て
ま
す
が
、
捕
時
対
象
事
検
糊
H

淡
総
制
9
9
2
マ
2
2
5
手
方
子
1
ト

1
俗
的
門
的
内
示
が
あ
ワ
ま
し
わ
可
燃
初

ん

v

欽
wm
コ
ン
ク
リ

i
ト
造
り
と
し
‘
チ
鮮
と
開
閉
め
山
内
)
不
務
内
差
栢
聞
に
つ
き
ま

油
開
総
務
後
以
線
祭
、
作
業
訓
練
笠
士
写
あ
し
て
誌
、
台
丹
常
川
内
議
会
に
補
正
今
一
行

ふ
と
し
た
鴇
紳
海
綿
義
的
自
立
更
正
に
い
、
問
問
時
制
1
的
2
0
0
0
万
円
に
し
た

必
幾
な
ぬ
前
倒
山
門
終
止
な
っ
て
お
り
ま
す
e

ニ
れ
ら
の
干



芸誌712雪

必ずド』婦般に…

保
持主纏
;計官
:ztニノ
?35告書
;10! 
)で

し
↑
の
わ
せ
学
駅
」

ニ
れ
か
ら
父
淡
、
母
続
に
な
る
方
ヘ

チ
棋
を
や
…
み
育
て
る
こ
と
が
ど
ん
な

に
す
ば
句
し
い
こ
と
か
、
こ
央
川
町
で
考

、
え
て
み
ま
せ
ん
か
F

ぜ
ひ
ご
夫
憾
で
事

wv
同
時

7
月
日
日
(
土
)
午
総
9
時日仰

ぎ
一
分
か
り
日
時
泊
分
ま
で
長
品
目
付
日
当
日

4
£
一
余
地
守
午
線
9
時
か
ら
一

…

V
内

務

三

ミ

リ

映

写

「

母

と

三

h
り

一

三

7

な
」
エ
ち
ぞ
ん
の
お
紙
記
入

・
4
一
れ
方
(
笑
明
白
}
水
殺
に
な
る
と
い
う
ニ

一
と
は
h

川
凶
〉
ホ
そ
の
船
時
間
開
設

一
口
対
同
門
明
凶
門

一
V
時
四
回
千
紛
れ
げ
崎
山
何
分
か
ら
日
時
四

一
分
ま
で
(
務
3
協
同
同
町
み
午
後
1
時
か

でいり
3
時
ま
で
〆

一
wv
詩
書
母
子
抽
出
様
チ
時
間
お
よ
び
淡
一
料

開
明
日
れ
は
縦
一
問
符
ゃ
れ
明
哨
1
関
目
は
パ
ス

…
タ
オ
ル

1
附

議

4
・
閉
山
お
は
さ
ら
し
命

曲
仁
合
わ
せ
て

体

で

リ

ズ

ム

河
村
夏
樹
ち
ゃ
ん

官

(

後

一

戸

-mか
月
)

(3) 1987， 7. 1 

治
時
吋
棚
州
内
亦
ち
ゃ
ん
を
中
心
に
も
あ
ち

ゃ
ん
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。
手
段
を

よ
〈
動
か
す
こ
と
な
ど
、
お
胤
伸
容
ん
同

時
間
き
か
け
心
よ
叶
で
指
ち
て
ん
の
成
長

念
仏
す
ば
ら
し
い
も
の
に
す
る
と
と
が

r

与
ま
す
む
ぜ
ひ
お
い
や

4
育
児
綴
袋
詰
穏

V
欄
談
内
務
完
体
計
刷
、
赤
ち
ゃ
ん

体
後
、
離
乳
食
教
家
〈
却
臼
ゃ
い
叫
附
く
〉
、

γ

漁
料
相
続
‘
保
縫
時
間
的
剣
山
叫
な
ど

、民

2
聞
出
悶
以
附
川
州
問
絞
令
長
け
る
方
は
第

3
%減
mμ
を
ご
山
刊
同
市
く
だ
さ
い
一
レ

乳
児
縫
訟
は
母
チ
健
勝
争
照
明
mw
鰍
叫

券
(
3
3
6
か
汚
郎
、

9
3
U
か
月
明
)

を
山
刊
燃
し
綴
綴
機
関
で
受
け
ま
し
ょ
一
7
0

一一一凶噂関骨骨四一…

ー
議
半
の
頃
川
川
、
的
中
間
以

1
入
学
き

を

1
、
か
た
こ
と
が
一
部
せ
白
立
心
も
め

は
え
て
役
専
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
ゐ

子
ど
も
か
ら
認
が
綴
そ
な
い
時
燐
P
大

変
な
持
m
れ
で
す
が
、
総
本
的
主
生
活
首

相
川
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
大
町
四
な
時
総
で

と庁、“ γ-l
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V
時
一
向
午
後
1
時
担
分
か
ら

2
時
制

分
ま
で

V
持
参
母
子
腕
時
総
予
総

d

可
ツ
一
肌
お
よ
N
V
制
判
定
日

C
G日
程

モ

害

予

三

、

H
D
L
が
裂
き
ら

一

都

。

持

同

点

目

け

れ

れ

川

…

銀

輯

下

ハ

ve脱
却
況
と
恥
し
ま
し
た
よ
刀
、
今
は

一
高
血
圧
の
人
か
ら
「
私
的
コ
た
く
き
ん
妓
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
や
い
の
よ
う
な
名
前
は
滋
い
な
く
な
り
ま

一

テ

ロ

ル

は

と

づ

な

っ

て

い

あ

の

寸

大

き

な

採

用

闘

寸

す

。

し

た

D

W

札
方
ど
も
添
削
慣
な
役
総
令
負
っ

…
し
よ
う
か
い
、
?
と
蹴
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
血
液
中
内
総
務
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
!
て
い
る
の
て
‘
そ
の
過
不
足
辻
機
簿
上

一
り
ま
す
自
コ
レ
ス
テ
口
3
5
8
8

ん
と
い
う
ん
、
中
悦
結
勝
、
燐
脂
質
、
遊
離
他
相
続
に
何
か
毅
申
告
の
あ
る
こ
と
を
一
本
し
て
い

一
も
の
は
、
人
体
に
お
全
日
な
m
お
ろ
し
い
絞
め

4
品
目
頭
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
よ
ま
す
伊

H
む
し
が
牛
肉
い
か
ら
と
い
っ
て

「
物
授
だ
と
誤
解
し
て
い
る
た
め
か
も
れ
ら
が
由
術
的
疑
的
と
総
合
し
た
~
も
の
動
紙
硬
化
に
な
り
い
い
〈
い
と
は
際
ら
ず
、

一

し

れ

ま

せ

ん

。

を

リ

ポ

議

内

闘

と

附

け

ん

で

い

ま

す

。

し

り

し

が

紙

い

か

ら

動

総

硬

化

症

は

袋

一
男
女
向
性
ホ
ル
モ
ン
市
町
一
た
い
な
る
リ
ポ
滋
白
は
①
カ
イ
O

之
ク
口
ン

ω
む
幻
と
も
い
え
ま
せ
ん
る

L
D
L
が
紙

一
ス
テ
口
イ
ド
ネ
ル
モ
ン
は
‘
コ
レ
ス
韻
低
比
重
ワ
山
中
小
緩
ん
門
へ

γ
し
り

1
)
ω

す
き
る
と
、
カ
え
っ
て
締
本
中
に
か
か

一
テ
口

11
ん
か
ら
蹴
げ
ら
れ
る
も
の
ぞ
、
低
比
滋
H

ソ
ポ
思
織
内
問
{
し

P
L
V
銭
高
品
ぬ
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
U

…
人
間
的
生
命
を
…
滋
行
寸
る
の
に
不
可
滋
リ
ポ
淡
の

(
H
n
M
L
)
⑤
ア
ル
ブ
ミ
品
削
減
酬
明
化
は
加
齢
に
持
、
っ
不
可
滋
的

式
的
予
防
接
種
は
窓
際
機
関
で
受
け
一
欠
な
杓
即
日
で
す
a

た
ど
、
こ
町
一
物
や
ン
に
分
照
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
的
あ
後
化
で
い
っ
た
ん
発
生
し
た
鶏
後
は

て
く
だ
さ
い
お
淡
泊
児
は
険
機
出
向
州
問
に
一
中
後
続
税
な
ど
総
続
分
が
、
蝋
中
寸
る
働
き
を
し
て
い
ま
す
"
こ
の
っ
ち
中
拾
に
戻
ら
な
い
し
乙
い
わ
れ
ま
す
が
そ

申
込
泌
が
滋
放
し
で
あ
り
ま
す
の
で
、
一
病
品
川
に
増
え
れ
~
状
掛
却
を
災
脳
血
症
と
径
脳
相
特
別
的
多
い

γ
し
ひ
し
が
著
し
く
嗣
唱
の
進
行
令
緩
い
?
?
た
め
段
事
療
法
と
十
一
張

氏
機
中
L
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
…
い
い
ま
す
。
高
股
血
誌
は
蕊
血
ほ
と
編
小
ヲ
る
と
か
、
コ
レ
ス
テ
?
よ
伴
内
多
納
治
療
め
併
用
刷
が
必
要
で
す
!
と
り
わ

を
お
、
医
曜
時
間
務
名
に
つ
い
て
は
、
一
と
も
に
、
動
脈
硬
化
的
楽
燃
に
な
り
サ
い
し
り

L
が
増
加
し
た
鴻
会
は
動
脈
側
凶
円
、
動
物
防
紛
の
判
明
湘
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、
鈴
刷
問
、
滋
絞
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別
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、
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や
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送
、
化
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怠
蹟
慨
が
あ
り
匂
れ
ひ
し
は
一
運
動
に
上
り
陀
険
金
総
け
ま
し

4
1

支
僚
に
お
い
で
あ
る
吋
予
防
接
種
を
行
一
制
本
中
常
時
的
脇
陣
警
な
と
円
前
気
を
般
に
統
合
し
た
万
が
そ
の
た
院
が
大
き
下
殺
は
‘
削
除
制
叫
ん
出
丹
念
品
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羽
子
を

う
郎
幹
療
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名
簿
を
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焚
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だ
さ
い
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〈
す
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。
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と
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れ
て
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ま
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め
湾
台
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治
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持
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す
る
も
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傍
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時
臨
時
勝
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械
と
一
嘉
脂
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が
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ち
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し
て
い
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は
、
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い
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レ
ス
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口
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検
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経
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似
燃
し
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V
燃
凶
用
品
叫
学
級
ま
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無
料
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級
が
殺
か
に
な
り
、
勤
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結
肪
を
レ
ス
テ
日
ん
を
絞
滋
か
ら
動
脈
壁
に
成
制
判
附
m
し
て
み
て
〈
ど
さ
い
。

高
踏
出
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と

動
脈
模
化

心
臓
湖
鱒
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就
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撤
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込
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学
校
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へ
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同
時
核
抑
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学
技
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柑
H
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寸
ゐ
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次
め
通
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ま
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当
ま
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さ
れ
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岬
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線
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叶
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際
燃
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す
る
幼
児
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め
れ
同
開
議
後

・
削
刊
に
叫
叫
ザ
し
て
い
る
持
品
川
?
ち
、
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身
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陣
潟
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す
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廿
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(
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狗
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心
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仁
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別
紙
に
恰
わ
州
、
氏
名
、
震
総

排
母
、
河
原
影
竿
丹
、
川
崎
隊
、
ひ

と
震
を
叩
，
犯
し
、
我
孫
子
1
8

5
8
市
役
↓
明
会
総
議
へ
と
っ
て

w
v
g
時

7
円
日
時
投
下
公
午
後
4
時々
か

べ
J
B仇
ヴ

O
e
T

ぷ

〈

B
5
9

wv
場
所
市
民
会
総
第
4
会
談
撚

柑

V

問
問
い
合
わ
せ
ヤ
市
川
民
間
凶
書
館
李
総

市
?
4跡
、
品
削
減
添
削
巴
よ
る
部
隊
M
m
の
汚
れ
ち
臨
ナ
あ
れ
絃
ど
の
皮
線
機
燃
間
後

約
ぐ
た
め
石
け
ん
利
勝
を
畔
間
違
し
て
い
務
管
。

7
月
日
略
、
石
け
ん
制
作
甫
問
捻
滋
協

議
会
萩
中
山
間
に
「
シ
ャ
ボ
ン
ヤ
単
純
時
間
L

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
後
実
施
し
談
す
。
各
抽
出

艇
で
穫
し
物
品
お
い
M
い
草
廿
の
で
ぜ
ひ
砂
崩
し
て
く
だ
お
い
a

令、
M

酬
制
の
人
が

皮
轍
糟
障
告
官
一
を
経
験

昨
年
特
月
に
克
一
絡
し
だ
ね
け
ん
ア
ン

ishz州
間
後
て
は
、

3
人
に
Z
人
が
合

成
洗
剤
仁
よ
る
予
あ
れ
な

z等
々
体
ヘ
仰

が
が
レ
況
と
符
λ
司

3
3
州
問
ぼ
く
門
人
が

皮
病
問
伴
宝
口
内
山
肌
帥
酬
が
あ
る
す
7
w
、す。

ま
た

4
人いい
1
人
は
，
排
水
に
よ

る
機
械
汚
染
が
心
配
点
耐
え
て
い
ォ
守
J

石
け
メ
は
山
間
い
つ
ら
い
と
よ
く
刊
に

し
ま
ず
が
、
柑
石
け
ん
め
特
長
を
十
分

油

絵

V
作
者
山
間
信
保
(
ム
人
耕
一
悦
災

術
協
会
会
践
)

V
体
制
前
山
市
速
い
記
憶
淡

f
ン
ス

i
ウ
ル
メ
ン
タ
ル
h

空
へ
は
滞
る
※

μ伐
の
中
仁
川
町
時
的
絞
れ

wv
制問側関

7
月
z
u
u
か
ん
7
H付加

担V
問
い
合
わ
ぜ
湖
化
合
分
銭

諸
積
り
ま
す
b
n
u

V
離
料
で
也
事
電
気
オ

lγ
ン
主
出
合

盟
(
酪

J
8
7
4
5
v

wv
有
料
で

*
5
0
0
何
才

i
l
f川イ、

一
世
絵
、
ダ
ソ
コ
ハ
ノ
ド
ハ
小
林
惜
(
出
)

…
μ
Q
4
3
8
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問一

H

被
っ
て
く
だ
と
お

約
一
士
一

J

ド
〈
小
票
総
)
4
1

V
申
し
込
み
各
議
一
絡
先
へ
政
機
従
紛

し
て
く
ど
き
い
じ
な
い
杓

J
i
L
7
i
M問

載
は
、
中
市
日
間
泳
活
諒
出
資
忠
治
係
ご
、

一
会
聞
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
c

wv
コ
ー
ナ
ー
利
璃
上
的
持
品
鼎
都
府
哨

η
ぬ

う
品
物
は
、
波
紋
、
合
一
叶
用
品
、
滋
丸

が
え
、
石
油
製
品
、
チ
仲
間
用
品
、
学
淡

用
品
、
内
科
転
車
「
原
材
円
を
お
b
)
な
ど
五

乞
二
、
汀
川
叫
陥
没
寺
η
計
丸
山
州
投
バ
H
A

し
ま
す
η

衣
然
、
自
動
車
マ
ゑ
九
粉
は

品
柄
リ
扱
い
ま
せ
ん
。
州
問
悦
u却
は
い
強
制
、

有
料
ど
ち
ら
で
も
か
ま
い
ま
サ
ん
が
、

有
料
の
埼
合
内
問
問
供
極
格
的
日
後
は
、

隣
人
後
1
年
以
内
の
も
の
で
定
犠
め
5

制
間
以
内
、
よ
俊
一
一
ぞ
5
力
的
と
し
ま
す
u

wv
問
い
合
わ
廿
然
災
生
活
議
樹
液
ゑ

い
い
発
問
州
各
《
合
い
ま
ま
抽
出
問
問
!
て
い
る

お
も
い
る
よ
う
で
す
c

ニ
的
機
会
い
い
行

け
ん
に
付
す
る
刊
一
時
淡
々
九
一
新
た
に
し
、
流

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

や

の

行

事

A
M
W
輪
禍
坤
械
金

移
民
時

7
Hけ
3
U
円
台
)
午
後
1
時
制

かいり
3
持
泊
分

マ
場
所
市
民
余
館
大
会
議
山
照

明v
綴
綴
阿
許
制
慨
m
M
4
d
氏

vm一
ア
ー
マ
滋
口
県
で
の
r
引
け
ん
運
到

主
持
崩
し
て

行
洗
た
く
鶏
澗
闘
品
宵

。7R
U
U
〈ω
付
、
午
前
日
時
か
ら
ぶ
午

前
九
五
台
3
的
7
め
ー
の
2
0
2
和
闘
い
U

G
7
バ
M
U
M
(
火
)
午
前
時
的
抑
か
ら
正
午

釦
佐
寵
故
時
々
ン
タ
!

Q
7九
時
日
(
水
)
午
檎
1
昨
日
山
分
か
ら

3
時
泊
分
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寺
家
通
り
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同
級
会
館

つ
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U
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y
w
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V
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だ
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川

一

花

淡
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ら

ω
J
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か
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と
k
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総

ホ

川

淵

民

小

山

い
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ふ

午

中

〈

f

犯

し

と

人

湾

内

り

抽

出

川

崎

守

苧

丹

波

九

降

り

更

止

に

つ

い

て

は

刊

会

ぞ

れ

ん

ぬ

け

る

た

的

、

擦
を
ゑ
J

的

、

向

調

、

r
I
H
U
ム
言
明
る
く

そ

れ

ぞ

れ

の

法

月

叫

町

議

題

ず

る

緩

め

の

澄

P

7

議

時

収

ト

?

B

A

-

-

一

に

お

い

て

力

引

間

と

鵠

力

政

時

点

νぷ
M

わ
ゼ
犯
罪
や
狩
り
の
な
い
明
る
を
総
け
ま
し
F
T
7
b

な
マ
問
い
合
わ
せ
室
議
丸
山
総

千
議
地
方
法
務
岡
崎
拍
支
局
が
顎
設

噛
マ
間
い
合
む
品
U

千
葉
山
端
ん
法
務
閥
的

支
局
自
(
お

)
9
2
7
5

属醤輯錦繍

ク
ラ
ウ
杏
足
を
ぬ
み
入
れ
持
格
的
子
か
い
円
大
人
と
変
わ
ら
な
い

K

リ
ト
ル
ゴ
…
ア
カ
出
身
品

nbdヂ
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滞
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澗
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司
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滋
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ソ
チ
イ
ン
ク
マ
シ

i
ノ
や
開
明
…
得
土
与
い
大
会
は
、
一

内

部

員

士

露

好

き

の

中

言

語

、

主

パ

ス

主

迭

し

長

室

毎

年

8
丹
波
盤
沈
ょ

が
終
ゑ
コ
た
チ
p

ム
が
吋
伐
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れ
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燦
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。
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ど
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が
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叫
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仇
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